
工事写真レイヤー化に対応！
配筋検査に特化した『電子マーカー』機能で圧倒的に効率化！

『鉄筋番号』『径』『本数』等の設計情報を、デキスパートで
マスター登録しておくことで、現場での入力作業を最小限に。
さらに、「SiteBox」からデータを取り込むだけで、帳票を
自動作成できます。

出来形管理システム ［配筋検査］

※Android™、Google Play および Google 
Play ロゴは、Google LLC の商標です。

※Apple および Apple ロゴは米国その他の国
で登録された Apple Inc. の商標です。App 
Store は Apple Inc. のサービスマークです。

デキスパート「出来形管理システム［配筋検査］」を
活用することで、さらに生産性アップ！

SiteBox 配筋検査電子小黒板アプリ



従来の工事写真撮影では、黒板に設計情報を記入し、鉄筋種別ごとに物理的マーカーの設置が必須でした。
しかし、工事写真をレイヤー化する事により、撮影写真に対して、電子小黒板・マーカー等の注釈をスマホ上で
各レイヤーに分けて設定でき、１つのSVG 形式のファイルとして保存できます。
さらに、工事写真を表示する際は、電子小黒板・注釈の各レイヤーの表示 / 非表示を切り替えることができます。
これにより、物理的マーカーの設置はもちろん、回収作業も不要になり、配筋検査を効率よく行うだけでなく、
物理的マーカーの落下による異物混入リスクを避けることができます。

「SiteBox 配筋検査」は、工事写真のレイヤー化対応はもちろん、「出来形管理システム [ 配筋検査 ]」を活用す
ることで、配筋検査の設計情報の準備の効率化、出来形管理図の自動作成にも対応し、配筋検査全体の作業効
率を飛躍的にアップします。

を活用した業務の流れ、

『工事写真レイヤー化』とは？

「出来形管理システム［配筋検査］」にて、鉄筋質量表から『鉄筋番号』『径』『本数』を自動取り込みできます。

配筋図を読み込み、配筋検査の事前準備をスピーディーに

配筋図 配筋検査の測定箇所を作成 電子小黒板用の検査表を作成
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事前に登録した設計情報と、現場で入力した
実測値から、配筋検査専用の小黒板を自動
作成し、黒板の作成時間を短縮できます。
さらに、黒板は様々な表示形式に対応可能
です。

配筋検査用の小黒板を自動生成2

テキスト形式 表形式 計算式

レイヤー1：原本画像

レイヤー2：注釈

レイヤー3：黒板

自動
取り込み



現場で「SiteBox 配筋検査」に入力した実測値のデータを「KSデータバンク」へ同期すると、PCやタブレッ
ト上で配筋検査データ、出来形管理図表、写真データを「出来形管理クラウド」で確認することができます。
また、事務所に戻って「出来形管理システム［配筋検査］」へデータをダウンロードすることで、各種配筋
検査帳票として出力することができます。

現場で配筋検査データ確認 /出来形帳票として出力5

実測値
を入力

入力したデータ
を同期

撮影した写真上に仮想のマーカーを配置可能。また、連続マーカー機能を利用することで、1つ目の間隔を
指定するだけでアプリが配置間隔を計算して自動配置します。

『電子マーカー』機能で、
従来のマーカー設置・回収作業が不要に3

連続マーカー機能

1 つ目の間隔を指定するだけで、
奥行ピッチを自動計算してマー
カーを配置します。

豊富な描画コマンド

線、寸法線、円、テキストなどを
画面上に描画できます。

「写管屋」に取り込み、写真成果品やアルバムを作
成する際に、小黒板と注釈の表示 / 非表示を切り
替えることができます。

レイヤー表現可能な画像ファイル（SVG）に対応し、
黒板や注釈の表示切り替えが可能4

小黒板：　表示
注釈：　表示

小黒板：非表示
注釈：非表示
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